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● 新年度県予算、福祉12団体が知事に要望
● 県社会福祉協議会の新年度賛助会員募集
● 「こわれ者の祭典」が20周年記念イベント
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佐
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　＜作者一言＞ 私の情はねっとりしています。良くも悪くもずっと忘れない



　

休
み
時
間
の
教
室
で
、
は

し
ゃ
い
だ
若
い
声
が
弾
け
る
。

廊
下
で
雑
談
す
る
姿
も
―
。

　

新
潟
国
際
情
報
大
学
新
潟
中

央
キ
ャ
ン
パ
ス
５
階
に
入
居
す

る
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
」。

３
室
を
借
り
１
年
生
と
２
年
生

の
２
教
室
、
事
務
・
職
員
室
に

充
て
る
。

　

運
営
す
る
の
は
太
陽
光
発
電

を
主
力
事
業
と
す
る
ノ
ザ
ワ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
新
潟
市

中
央
区
）
で
、
福
祉
事
業
の
カ

レ
ッ
ジ
運
営
は
同
社
の
事
業
の

一
つ
だ
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
は
障

害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
い
た

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
提

供
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
「
福
祉
事
業
型
専
攻
科
」
は

カ
レ
ッ
ジ
が
、
特
別
支
援
学
校

高
等
部
卒
業
生
の
た
め
の
学
び

の
場
で
あ
り
、
福
祉
事
業
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。

　

カ
レ
ッ
ジ
は
２
年
制
、
定
員

は
各
学
年
10
人
。
知
的
障
害
の

あ
る
若
者
（
特
別
支
援
学
校
高

等
部
卒
業
生
を
優
先
）
に
「
英

語
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
音
楽
」「
社

会
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
パ
ソ
コ
ン
）」

「
テ
ー
マ
研
究
」
な
ど
幅
広
い

授
業
を
用
意
す
る
。

　

２
年
間
、
学
ん
だ
卒
業
生
は

こ
れ
ま
で
に
就
労
移
行
支
援
や

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
所

で
働
く
ほ
か
、
一
般
就
労
も
し

て
い
る
。

　

福
祉
制
度
に
基
づ
く
た
め
、

入
学
金
や
授
業
料
に
当
た
る
も

の
は
徴
収
し
な
い
。
定
員
通
り

の
学
生
が
通
学
し
続
け
れ
ば
、

事
業
収
入
ま
で
は
見
込
め
な
い

も
の
の
、
行
政
か
ら
受
け
取
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
に

よ
り
人
件
費
や
家
賃
な
ど
の
経

費
は
賄
え
る
と
い
う
。

（
↖
３
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

２
年
制
、
定
員
学
年
1 0
人

福
祉
報
酬
で
経
費
賄
う
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̶ 知的障害の高等部卒業生学びの場 ̶

紡
い
で

紡
い
で

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ

　

知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
も
大
学
の
よ
う
な

場
で
学
ば
せ
た
い
―
。
保
護
者
の
願
い
が
結
実
し

て
新
潟
市
中
央
区
に
開
設
さ
れ
、
４
月
で
５
年
目

を
迎
え
る
福
祉
事
業
型
専
攻
科
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ

レ
ッ
ジ
」。
特
別
支
援
学
校
高
等
部
を
卒
業
し
た

知
的
障
害
の
若
者
を
受
け
入
れ
る
２
年
制
カ
レ
ッ

ジ
は
来
月
、
３
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
４

月
に
は
新
入
の
５
期
生
を
迎
え
る
。
年
度
末
で
慌

た
だ
し
い
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
。
知
的
障
害
の
あ
る

若
者
た
ち
の
学
び
舎
が
開
設
さ
れ
た
経
緯
を
取
材

し
、
久
保
田
健
学
園
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

時間／曜日 月 火 水 木 金 土
9：00～  9：40 登校
9：40～ 10：10 朝ミーティング（学年）

10：20～ 12：00 午前の授業
サークル
自主計画
（テーマ研究）

12：00～ 13：00 昼食（昼休み）

下校
13：00～ 14：40 午後の授業

15：00～ 15：30 振り返りミーティング
放課後 サークル活動等

※年間の計画により、土曜日は休みの週もあります。

KINGOカレッジ ５年目へKINGOカレッジ ５年目へ
キ　　  ン          ゴ
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新潟 民間が運営

１
週
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

新聞をテーマにした「座学」では、学生がそれぞれ興味ある記事の写真を切り抜いて
作った、自分だけの新聞を発表した＝１月10日



　
「
な
け
れ
ば
自
分
で
つ
く
っ

た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
」

　

２
０
１
５
年
６
月
、
実
現
へ

動
き
出
し
た
。

　
「
高
等
部
卒
業
後
『
働
く
』

し
か
選
択
肢
が
な
い
の
は
疑
問

で
、
も
っ
と
学
び
た
い
と
の
思

い
に
応
え
た

い
」

　

県
や
市
の
知

り
合
い
の
協
力

を
得
て
勉
強
会

を
ス
タ
ー
ト
。

ノ
ザ
ワ
の
社
員

２
人
が
、
お
手

本
と
な
る
よ
う

な「
学
び
の
場
」

が
神
戸
に
あ
る

こ
と
を
見
つ

け
、
16
年
か
ら

「
エ
コ
ー
ル
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
を
視

察
し
始
め
た
。

　

同
じ
年
、
学

校
の
長
期
休
み
を
利
用
し
知
的

障
害
の
あ
る
若
者
を
対
象
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
を
開
き
、

機
運
醸
成
を
図
っ
た
。
17
〜
18

年
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を

重
ね
た
。

（
↙
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　
「
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ぶ
学
生
た

ち
は
み
ん
な
生
き
生
き
と
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
を
見
る

と
、
カ
レ
ッ
ジ
を
つ
く
っ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
ノ

ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
カ

レ
ッ
ジ
事
業
担
当
の
取
締
役
の

齋
藤
麻
衣
子
さ
ん
。

　

齋
藤
さ
ん
が
カ
レ
ッ
ジ
の
よ

う
な
学
び
の
場
を
思
い
描
い
た

の
は
十
数
年
前
。
現
在
は
20
代

前
半
と
な
っ
た
次
男
が
小
学
校

低
学
年
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

ダ
ウ
ン
症
候
群
で
知
的
障
害

の
あ
る
次
男
に
「
特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
後
も
、
も
う
少
し

勉
強
さ
せ
た
い
、
学
び
の
場
が

あ
れ
ば
と
、
漠
然
と
考
え
て
い

た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
の
よ
う
な
施
設
は
県
内
に

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
歳
月

が
過
ぎ
、
次
男
は
中
学
生
に

な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
知
人
に
言
わ
れ

た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
「
学
び

の
場
」
の
理
解
を
得
る
の
は
簡

単
で
は
な
か
っ
た
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
は
高

等
部
卒
業
後
、
福
祉
事
業
所
で

働
く
こ
と
が
多
く
、
高
等
部
で

は
軽
作
業
訓
練
が
重
視
さ
れ
が

ち
と
な
る
。

　
「
だ
か
ら
、
学
び
の
時
間
は

『
回
り
道
だ
』
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
る
」。
齋
藤
さ
ん
は
悔

し
そ
う
に
振
り
返
る
。

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

音楽の授業で楽曲の練習を重ねて臨んだ音楽発表会
＝2022年12月25日

福笑い作りに挑戦した「アート」の授業。この後、
みんなで楽しんだ＝１月10日

【
福
祉
事
業
型
専
攻
科
「
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
」】
障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
く
「
学
び

の
場
」
で
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
支
援
の
う
ち「
自
立
訓
練（
生

活
訓
練
）」
の
適
用
を
受
け
た

事
業
。

【
定
員
】
学
年
10
人
、
２
学
年

で
計
20
人
。
期
間
は
２
年
間
。

【
利
用
対
象
】
知
的
障
害
の
あ

る
青
年
期
の
若
者
で
身
辺
自
立

で
き
る
人
。
特
別
支
援
学
校
高

等
部
新
卒
者
を
優
先
。

【
学
費
】
入
学
金
や
学
費
に
相

当
す
る
も
の
は
原
則
不
要
。
実

習
材
料
費
や
旅
行
費
用
な
ど
は

徴
収
す
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】
月
―
金
曜

日
は
10
分
休
憩
を
は
さ
ん
で
午

前
・
午
後
と
も
に
90
分
間
授
業
。

学
ぶ
の
は
「
英
語
」「
社
会
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
パ
ソ
コ
ン
）」「
音
楽
」

「
ア
ー
ト
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
テ
ー

マ
研
究
」
な
ど
。

放
課
後
に
は
読
書
や
卓
球
、
ダ
ン

ス
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
。

【
住
所
】
〒
９
５
１
―
８
０
６
８

新
潟
市
中
央
区
上
大
川
前
通
７
番

町
１
１
６
９　

新
潟
国
際
情
報
大

学
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
５
階

【
電
話
】
０
２
５
（
２
０
１
）

６
３
５
３　

見
学
や
入
学
相
談

な
ど
は
随
時
、
受
け
付
け
中
。

学
生
ら 
み
ん
な
生
き
生
き

「つくって良かった」
開設に尽力の齋藤取締役

運営会社担当役員
齋藤麻衣子さん

【「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ

ジ
」
名
称
の
由
来
】

　

カ
レ
ッ
ジ
を
運
営
す

る
株
式
会
社
ノ
ザ
ワ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
新

潟
市
中
央
区
）
は
太
陽

光
発
電
な
ど
が
主
な
事

業
。

　

カ
レ
ッ
ジ
を
担
当
す

る
齋
藤
麻
衣
子
取
締
役

は
同
社
の
関
連
会
社
創

業
者
の
長
女
。
福
祉
事

業
は
亡
父
の
遺
志
で
も

あ
っ
た
た
め
、
学
校
名

は
父
の
名
に
ち
な
ん
だ
。

　
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
は
「
Ｋ

（
高
校
）
を
卒
業
し
て
Ｏ

（
大
人
）
に
な
る
ま
で
の

Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
進
行
形
）」
と

も
読
め
る
と
い
う
。
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（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

入
学
説
明
会
を
経
て
19
年
４

月
、
新
潟
市
中
央
区
に
福
祉
事

業
型
専
攻
科
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ

レ
ッ
ジ
」
が
開

校
し
た
。
第
１

期
生
と
し
て
、

市
内
を
中
心
に

13
人
が
入
学
。

齋
藤
さ
ん
の
次

男
も
加
わ
っ

た
。

　

同
様
の
学
び

の
場
は
全
国
に

約
50
カ
所
あ
る

が
、
新
潟
県
内

で
は
ま
だ
珍
し

く
、
し
か
も
、

学
校
型
は
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ

ジ
だ
け
と
い

う
。

　

20
〜
22
年
に
は
７
〜
10
人
が

入
学
。
20
年
３
月
か
ら
卒
業
生

を
送
り
出
し
、
３
回
目
の
今
年

は
10
人
が
巣
立
つ
。

　

あ
る
日
の
午
後
、
授
業
を
終

え
た
２
年
生
の
女
子
学
生
は

「
楽
し
い
２
年
間
だ
っ
た
。
仲

間
も
で
き
た
の
で
卒
業
は
寂
し

い
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
男
子

学
生
は
「
昨
年
秋
の
関
西
へ
の

卒
業
旅
行
が
一
番
の
思
い
出
。

春
か
ら
は
働
く
」
と
い
う
。
２

人
と
も
「
通
っ
て
良
か
っ
た
」

と
言
葉
を
そ
ろ
え
た
。

　

高
等
部
を
卒
業
し
た
後
に
、

も
う
少
し
学
ば
せ
た
い
―
。

　

保
護
者
の
思
い
か
ら
開
設
さ

れ
た
カ
レ
ッ
ジ
は
今
春
も
新
入

生
を
迎
え
る
。
新
た
な
「
可
能

性
の
芽
」
た
ち
だ
。
彼
ら
が
顔

を
輝
か
せ
る
日
が
、
今
年
も
近

づ
い
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
校
高
等
部
を
卒

業
し
た
若
者
た
ち
の
「
学
び
の

場
」
は
想
定
通
り
の
教
育
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
の
久
保
田
健

学
園
長
に
聞
い
た
。

　

―
学
園
長

に
就
任
し
た

経
緯
を
教
え

て
ほ
し
い
。

　
「
茨
城
県
出
身
の
私
は
新
潟

大
学
を
出
た
後
、
特
別
支
援
教

育
に
携
わ
り
た
く
て
、
新
潟
県

の
教
員
に
な
っ
た
。
南
魚
沼
市

の
支
援
学
校
に
勤
め
て
い
た
時

に
『
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
』

開
設
の
話
に
魅
力
を
感
じ
、
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
教
職
を
辞

し
た
」

　

―
実
際
に
教
え
て
み
て
、
教

育
効
果
は
ど
う
か
？

　
「
学
生
は
と
て
も
伸
び
る
と

感
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
学
び

の
場
は
、
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

だ
。
多
く
の
学
生
た
ち
は
２
年

間
で
社
会
性
を
身
に
付
け
る
一

方
、
自
分
の
気
持
ち
や
思
い
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

　

―
力
を
入
れ
て
い
る
教
育
方

針
は
何
か
？

　
「
集
団
で
の
活
動
を
大
切
に

し
て
い
る
。
集
団
の
中
で
互
い

に
関
わ
り
合
う
中
で
、
尊
重
し

合
う
こ
と
を
学
ん
で
い
け
る
」

　

―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
多
彩
な

よ
う
だ
。

　
「
例
え
ば
『
テ
ー
マ
研
究
』

は
大
学
で
言
え
ば
『
卒
論
』
の

よ
う
な
も
の
で
、
自
分
が
興
味

の
あ
る
こ
と
、例
え
ば「
カ
レ
ー

の
お
い
し
い
店
」「
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
」
な
ど
何
で
も
調
べ
る
。

研
究
発
表
会
は

土
曜
に
開
く
の

で
保
護
者
も
参

加
で
き
る
」

　

―
カ
レ
ッ
ジ
は
新
潟
市
の
中

心
部
に
位
置
し
て
い
る
。

　
「
地
の
利
を
生
か
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
。
例

え
ば
、
公
共
交
通
機
関
の
乗
り

方
な
ど
、
街
の
中
で
対
応
で
き

る
こ
と
が
増
え
る
と
、
自
信
に

つ
な
が
っ
て
く
る
」

　

―
今
後
の
方
針
は
？

　
「
教
育
期
間
が
２
年
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
悩
み

で
、
少
し
で
も
カ
バ
ー
し
た
く

て
開
い
て
い
る
の
が『
同
窓
会
』

だ
。
卒
業
生
に
学
校
に
来
て
も

ら
い
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
で
き
る
。

集
団
で
の
場
を
卒
業
後
も
提
供

で
き
た
ら
、
と
思
う
」

4

３月に３度目の卒業生

歩み着実に歴史刻む

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ 

5
年
目
へ

年間行事（予定）
３
月　

卒
業
式

２
月　
テ
ー
マ
研
究
発
表
会

12
月　

学
習
発
表
会

10
月　
一
泊
旅
行
、
卒
業
旅
行

８
月　
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

7
月　

学
習
発
表
会

4
月　

入
学
式

1
月　

成
人
式
参
加

久保田 健さん

KINGOカレッジ学園長
学
園
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

学
生
と
て
も
伸
び
る　

　

集
団
で
の
活
動
重
視



　

新
潟
県
共
同
募
金
会
は
、
豪

雪
地
に
住
む
高
齢
者
や
障
害
者

の
皆
さ
ん
か
ら
、
冬
季
を
安
心

し
て
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
の

雪
国
応
援「
あ
っ
た
か
雪
募
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
県
共

募
か
ら
市
町
村
共
同
募
金
委
員

会
へ
託
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元

で
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
助
成
す
る
な
ど
、
豪
雪
地

に
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
暮
ら
し
を
守
る
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
「
あ
っ
た
か
雪
募
金
」に
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
１
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
の
Ｇ
Ｋ
瀬
口
拓
弥
選
手
か

ら
２
万
１
千
円
余
り
の
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

瀬
口
選
手
は
「
昨
年
末
か
ら

今
年
に
か
け
た
大
雪
に
対
す
る

支
援
を
し
た
い
」
と
思
い
、
投

稿
サ
イ
ト
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
に
有

料
公
開
し
た
自
身
の
記
事
が
閲

覧
さ
れ
て
得
ら
れ
た
収
入
の
全

額
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
と
し
て
も
「
新
潟
で
の
生
活

者
と
し
て
、
新
潟
で
活
動
す
る

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
大
雪
と
向
き

合
っ
て
い
る
県
民
の
皆
様
の
お

力
に
少
し
で
も
な
っ
て
、
さ
ら

に
募
金
に
つ
い
て
も
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
、
瀬
口
選
手
の

取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

　

県
共
同
募
金
会
で
は
３
月
31

日
ま
で
の
間
「
あ
っ
た
か
雪
募

金
」
の
ほ
か
「
に
い
が
た
・
新

テ
ー
マ
型
募
金
」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
共
同
募
金
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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「
令
和
４
年
度
赤
い
羽
根
ポ

ス
ト
・
コ
ロ
ナ
（
新
型
感
染
症
）

社
会
に
向
け
た
福
祉
活
動
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
助
成
を
受

け
た
団
体
か
ら
の
あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。（
事
業
実

施
期
間
：
令
和
４
年
４
月
１
日

〜
９
月
30
日
）

【
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
】

胎
内
市
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
議
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
長
期
化
し
、
物
価
が
高
騰

し
て
い
る
中
、
勤
務
時
間
の
短

縮
や
欠
勤
、
失
業
な
ど
で

収
入
が
減
収
し
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
世
帯
が
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も

が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

夏
休
み
中
は
学
校
給
食
が

お
休
み
に
な
り
普
段
以
上

に
厳
し
い
生
活
が
予
測
さ

れ
、
今
ま
で
以
上
に
食
糧

や
日
用
品
を
備
え
提
供
し

ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
罹
患
者
や
濃
厚

接
触
者
の
世
帯
で
近
隣
に

身
寄
り
の
な
い
世
帯
に
は

緊
急
に
支
援
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
を
ご
利
用
し
た

ご
家
族
か
ら
は
「
助
か
っ

て
い
ま
す
」「
子
ど
も
に
お

い
し
い
も
の
が
食
べ
さ
せ

ら
れ
ま
す
」「
食
べ
盛
り
の

子
ど
も
が
い
る
の
で
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
多
く
の

感
謝
の
声
が
届
い
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
１
ア
ル
ビ

瀬
口
選
手
も

浄
財
を
寄
付

豪
雪
地
の
高
齢
者
・
障
害
者

安
心
生
活
の
一
助
に

雪
国
応
援「
あ
っ
た
か
募
金
」
受け付け中瀬口  拓弥選手

©ALBIREX NIIGATA

【
瀬
口
拓
弥
選
手
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

昨
年
、
新
潟
県
内
が
見
舞
わ

れ
た
大
雪
に
よ
る
渋
滞
や
停
電

な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活

は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
新
潟
の
生
活
に
お
い
て
は
、

雪
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、
最
も
大
変
な
こ
と
だ

と
改
め
て
感
じ
さ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び「
あ
っ
た
か
雪
募

金
」へ
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
困
っ
た
と
き
こ

そ
仲
間
同
士
で
手
を
取
り
合

い
、
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
だ

と
再
認
識
し
た
か
ら
で
す
。
今

回
の
行
動
を
通
じ
て
、
少
し
で

も
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と

新
潟
で
生
活
す
る
皆
さ
ん
の
安

心
・
安
全
に
つ
な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。（

原
文
の
ま
ま
）

福
祉
活
動
応
援
の
助
成
に

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、新型コロナウイルスを含む特定感染症に対新型コロナウイルスを含む特定感染症に対新型コロナウイルスを含む特定感染症に対新型コロナウイルスを含む特定感染症に対新型コロナウイルスを含む特定感染症に対新新型型ココロロナナウウイイルルススをを含含むむ特特定定感感染染症症にに対対し、し、しし、、
　　　　　　新たなオプションが追加されました新たなオプションが新たなオプションが追新たなオプションが新新たたななオオププシショョンンが追が追加されま追加されまが追追が追が追追追加加さされれまましたしたししたた
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償

プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

プラン44 （役員賠償責任保険）

❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

（SJ21-12224から抜粋）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

令和４年度

保険期間１年
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　本会の活動の趣旨にご賛同いただき、多くの皆様から会費をお寄せいただきました。
　本会が取り組んでおります地域福祉向上のための広報、啓発事業などさまざまな事業に活用
させていただきました。今後とも、ご理解とご支援・ご協力をお願い申し上げます。

令和４年度　新潟県社会福祉協議会　賛助会員令和４年度　新潟県社会福祉協議会　賛助会員
ご支援・ご協力ありがとうございました。ご支援・ご協力ありがとうございました。

【企業・団体等】（敬称略）
株式会社新潟日報社
株式会社新潟放送
株式会社ＮＳＴ新潟総合テレビ
株式会社テレビ新潟放送網
株式会社新潟テレビ21
株式会社第四北越銀行
株式会社大光銀行
新潟県信用農業協同組合連合会
新潟縣信用組合
新潟信用金庫
三条信用金庫
新潟県労働金庫
株式会社新潟日報メディアネット
東北電力株式会社新潟支店
セコム上信越株式会社
新潟綜合警備保障株式会社
北陸ガス株式会社
亀田製菓株式会社
岩塚製菓株式会社
中越運送株式会社
株式会社コロナ
株式会社本間組
株式会社植木組
新潟冷蔵株式会社
株式会社福田組
アクシアル リテイリング株式会社
株式会社ブルボン
株式会社BSNアイネット

【企業・団体等】（敬称略）
株式会社電通東日本新潟支社
ホリカフーズ株式会社
株式会社新潟博報堂
株式会社アークベル
第一建設工業株式会社
公益財団法人新潟県女性財団
社会福祉法人恩賜財団済生会支部新潟県済生会
新潟日報会
一般社団法人新潟縣健康管理協会
一般社団法人生命保険協会　新潟県協会
高田西城病院
新潟県行政書士会
新潟県火災共済協同組合
学校法人新潟総合学園
学校法人新潟平成学院
学校法人新潟青陵学園
学校法人敬和学園
学校法人新潟科学技術学園
公立学校法人新潟県立看護大学
株式会社新宣
株式会社たかだ
株式会社新潟クボタ
旭ビル管理株式会社
塩沢信用組合
学校法人国際総合学園
株式会社ウオロク
上越ケーブルビジョン株式会社
新潟観光開発株式会社

◇お問い合わせ・お申し込みは
　社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
　〒950-8575　新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ３階
　　電話　025（281）5520　　　Fax　025（281）5528
　　ホームページ　https://www.fukushiniigata.or.jp

※企業・団体の賛助会員のみ掲載。

令和５年度 令和５年度 賛助会員賛助会員をを募集しています募集しています
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①新潟ユニゾンプラザの適正管理
（新潟県社会福祉協議会）

② 民生委員・児童委員活動費及び民生委員協議会活
動負担金の増額

（新潟県民生委員児童委員協議会）

③物価上昇に対応するための適切な支援策
（新潟県老人福祉施設協議会）

④現行補助金額の堅持
（新潟県老人クラブ連合会）

⑤ 障害のある人のスポーツ活動を組織的・継続的に
支援していくための体制強化

（新潟県身体障害者団体連合会）

⑥ 重度障がい者が日中も夜間も安心して過ごすこと
ができる住まい等の確保策の拡充

（新潟県手をつなぐ育成会）

⑦ 精神障害者保健福祉手帳 2、3級所持者への重度
心身医療費助成制度の対象拡充

（新潟県精神障害者家族会連合会）

⑧ ひとり親家庭等就業・自立センター事業の相談体
制の強化

（新潟県母子寡婦福祉連合会）

⑨地域生活定着支援センターの安定的な運営費確保
（新潟県社会福祉士会）

⑩ 介護職員のキャリアアップ支援と就労促進の取り
組み

（新潟県介護福祉士会）

⑪介護支援専門員の就労促進の取り組み
（新潟県介護支援専門員協会）

⑫障害福祉事業所への委託業務量の増大
（新潟県社会就労センター連絡協議会）

令和５年度　新潟県社会福祉政策予算案

知 事 へ の 重 点 要 望 

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

「
受
援
力
」
と
い
う
言
葉
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
た

く
言
う
と
、
困
っ
た
時
に
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
意
味

し
ま
す
。

　

災
害
現
場
で
は
、
被
災
地
が
環

境
や
知
恵
も
含
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
支
援
を
受
け
入
れ
る
力

の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
こ
の
考

え
方
は
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
困

難
や
課
題
を
抱
え
る
人
に
も
広
く

当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
「
助
け
て
」
と
自
ら
声
を
あ
げ

る
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
逃
げ
て
い
る
、
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
、
情
け
な
い
―
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
か
ら
、
誰

か
の
助
け
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

１
人
で
抱
え
込
ん
だ
苦
労
は
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
心
身
を
消
耗

し
、
い
つ
し
か
限
界
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
助
け
を
求
め
ら
れ
ず

に
何
と
か
取
り
繕
お
う
と
し
て
い

る
姿
は
、
周
囲
か
ら
見
る
と
気
の

毒
に
映
っ
た
り
、
余
計
に
心
配
を

か
け
た
り
し
が
ち
で
す
。

　

福
祉
の
相
談
を
聞
い
て
い
る

と
、
そ
の
辺
り
が
う
ま
く
い
か
ず

に
、
結
果
的
に
本
人
や
そ
の
家
族

が
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
事
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

誰
か
の
手
を
借
り
る
こ
と
は

「
弱
さ
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
周
り
の
ヒ
ト
や
モ
ノ
（
サ
ー

ビ
ス
）
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
、
そ

れ
を
使
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
賢
い

選
択
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
を
生
き

て
い
く
「
強
さ
」
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

（
実
央
）

手助け 柔軟に使って

「
頼
り
上
手
」の
す
す
め Vol.64
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各
団
体
か
ら
の
重
点
要
望
12

項
目
は
知
事
に
対
し
て
の
要

望
。
一
般
要
望
10
項
目
は
福
祉

保
健
部
長
に
対
し
て
要
望
し
ま

し
た
。

　

共
同
要
望
書
は
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
つ
づ
っ
て
お
り
、
県
社

協
の
竹
内
希
六
会
長
が
12
団
体

を
代
表
し
て
花
角
知
事
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

竹
内
会
長
は
「
福
祉
団
体
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

知
事
の
温
か
い
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
各
団
体
の
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
「
重
度
障
が
い
者
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
住
ま
い
等

の
確
保
策
拡
充
」「
ひ
と
り
親

家
庭
等
就
業
・
自
立
セ
ン
タ
ー

事
業
の
相
談
体
制
の
強
化
」「
介

護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支

援
と
就
労
促
進
の
取
り
組
み
」

な
ど
、
要
望
事
項
に
関
し
た
実

情
を
知
事
に
訴
え
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
要
望
を
聞
き
終
え

た
知
事
は
「
各
団
体
の
活
動
に

必
要
な
要
望
だ
と
受
け
止
め
て

い
る
。
県
予
算
に
も
限
り
が
あ

る
が
、
各
部
局
で
議
論
・
意
見

交
換
し
て
知
恵
を
出
し
た
い
」

と
応
え
ま
し
た
。

　

竹
内
県
社
協
会
長
は
「
感
謝

申
し
上
げ
る
」
と
、
要
望
実
現

に
期
待
感
を
表
し
ま
し
た
。

　

知
事
へ
の
要
望
に
先
立
ち
、

12
団
体
は
松
本
晴
樹
県
福
祉
保

健
部
長
ら
に
予
算
案
編
成
に
関

し
て
の
一
般
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
副
部
長
や
各
課
長
ら

も
同
席
す
る
中
、
各
代
表
ら
は

団
体
の
実
情
に
沿
っ
た
要
望
を

訴
え
ま
し
た
。

福
祉
12
団
体
に
よ
る
花
角
知
事
へ
の
新
年
度
予
算
共
同
要
望

花角知事（右）に要望書を手渡した竹内県社協会長

松本県福祉保健部長ら県幹部へ予算要望する福祉
団体の代表ら

　

令
和
５
年
度
予
算
で
県
知

事
に
共
同
要
望
し
た
福
祉
12

団
体
は
次
の
通
り
。

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
▽
県

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

▽
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

▽
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
▽

県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

▽
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
▽

県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合

会
▽
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
▽
県
社
会
福
祉
士
会
▽
県

介
護
福
祉
士
会
▽
県
介
護
支

援
専
門
員
協
会
▽
県
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
県
内
12
の
福
祉
団
体
の
代
表
が
12
月
27
日
、
県
庁
に
花
角
英

世
知
事
を
訪
ね
、
令
和
５
年
度
県
予
算
案
の
う
ち
の
社
会
福
祉
政
策
に
関
し
、
重
点
要
望
と
一
般

要
望
を
ま
と
め
た
「
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

（
重
点
要
望
項
目
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

福
祉
へ
温
か
い
配
慮
を

知
事
に
12
団
体
が
共
同
要
望

新 年 度
県 予 算 案

知

事
必要な要望と受け止め
意見交換し知恵を出す



10

　
「
病
気
だ
よ
！
」「
全
員
集
合

〜
‼
」。
ス
テ
ー
ジ
の
声
に
会

場
が
一
つ
に
な
っ
て
唱
和
―
。

　

引
き
こ
も
り
や
依
存
症
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
人
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
集
団
「
こ
わ
れ
者
の
祭

典
」
の
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
12
月
25
日
、
新
潟
市
中
央
区

の
市
総
合
福
祉
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

出
演
者
た
ち
は
ト
ー
ク
や
歌

で
、
生
き
づ
ら
く
て
苦
悩
し
た

頃
の
心
情
を
ユ
ー
モ
ア
も
交
え

て
披
露
。
会
場
の
１
５
０
人
は

拍
手
し
た
り
笑
っ
た
り
、
涙
を

流
し
た
り
。
共
感
の
思
い
も
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

20
周
年
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
潟

市
で
若
者
の
自
立
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
ｆ
ｕ

ｌ　
ｍ
ａ
ｐ
（
カ
ラ
フ
ル
マ
ッ

プ
）
＝
籠
島
高
志
代
表
理
事
＝

が
主
催
し
ま
し
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
「
こ

わ
れ
者
の
祭
典
」
の
代
表
は
作

家
で
会
社
員
の
月
乃
光
司
さ
ん

＝
新
潟
市
西
区
＝
。
自
身
が
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
で
苦
悩

し
た
後
に
社
会
復
帰
し
た
経
験

か
ら
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

人
た
ち
に
前
を
向
く
き
っ
か
け

を
発
信
し
よ
う
と
「
祭
典
」
を

開
催
。
こ
れ
ま
で
に
新
潟
の
ほ

か
、
東
京
な
ど
全
国
で
も
開
い

て
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
は
月
乃
さ
ん
の

ほ
か
、
そ
う
う
つ
病
や
摂
食
障

害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
対
人
恐

怖
症
な
ど
を
経
験
し
た
人
た
ち

が
登
場
。
司
会
者
と
の
掛
け
合

い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
症
状
や
、

つ
ら
か
っ
た
時
期
や
苦
悩
な
ど

を
、
ユ
ー
モ
ア
を
た
っ
ぷ
り
交

え
て
語
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
、
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
や
、
か
つ
て
の

苦
悩
を
つ
づ
っ
た
詩
の
朗
読
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
乃
さ
ん
は
大
声
で
朗
読
し

ま
し
た
。「
４
年
間
引
き
こ
も
っ

て
」「
３
回
精
神
病
棟
に
入
院
し

た
」「
そ
れ
で
も
生
き
残
っ
て
き

た
」「
僕
の
人
生
を
僕
よ
り
も

う
ま
く
生
き
ら
れ
る
人
は
い
な

い
」
…
。
会
場
か
ら
拍
手
喝
采

と
共
感
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
終
え
、
月
乃
さ

ん
は
「
い
ろ
ん
な
人
が
つ
な
が

り
を
持
て
る
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
、
来
年
も
開
催
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
主
催
者
側
の
発
案

で
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人

た
ち
が
「
つ
な
が
る
先
」
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
活
動

の
10
あ
ま
り
の
団
体
が
ブ
ー
ス

を
構
え
、
訪
問
者
と
コ
ン
タ
ク

ト
し
て
い
ま
し
た
。

月乃光司代表（ステージ中央）の音頭で会場と一緒にコール。「病気だよ！」「全員集合～‼」

生きづらさを抱える人が「つながる先」を見つけ
やすいように設けられた各支援団体ブース

「
こ
わ
れ
者
の
祭
典
」が
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
新
潟

月乃光司さんら

深
刻
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
も

会
場
は
笑
い
と
拍
手
、
涙
と
共
感

全員でコール ➡

苦悩の日々 詩にして朗読苦悩の日々 詩にして朗読
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今
回
の
「
福
祉
の
現
場
」
は
、

現
場
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
人

の
回
顧
談
を
お
届
け
し
た
い
。

　

11
月
10
日
に

長
岡
市
で
開
か

れ
た
第
72
回
県

民
福
祉
大
会
。
県
内
15
人
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
と
も
に

県
知
事
表
彰
を
受
け
、
受
賞
者

全
員
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
「
地
域
の
皆
様
に
助
け
ら
れ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
25
年

間
、
務
め
ま
し
た
」。
自
宅
に

飾
ら
れ
た
数
々
の
表
彰
状
に
真

新
し
い
１
枚
が
加
わ
っ
た
。

　

傘
寿
を
過
ぎ
、
県
民
福
祉
大

会
の
直
後
に
は
任
期
満
了
に
よ

り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

辞
し
た
。
長
ら
く
、
民
生
委
員

の
中
之
島
地
区
会
長
を
務
め

た
。「
健
康
だ
っ
た
か
ら
地
域

へ
貢
献
で
き
た
」

　

現
役
時
代
は
本
社
東
京
で
、

県
央
地
区
に
工
場
の
あ
る
編
み

機
製
造
販
売
会
社
に
勤
務
。
女

性
用
靴
下
編
み
機
の
設
計
と
開

発
に
携
わ
り
、
編
み
機
の
納
品

や
展
示
会
で
欧
州
や
ア
ジ
ア
各

国
に
出
向
く
な
ど
、
責
任
あ
る

立
場
で
多
忙
だ
っ
た
。

　
「
そ
の
こ
ろ
の
民
生
委
員
が

体
調
を
崩
し
た
、
そ
れ
で
、
私

に
後
任
を
引
き
受
け
て
ほ
し
い

と
、
区
長
に
頼
ま
れ
悩
ん
だ
」。

本
社
か
ら
工
場
を
訪
れ
た
社
長

に
相
談
す
る
と
「
そ
れ
も
大
切

だ
」
と
背
中
を
押
さ
れ
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務

め
な
が
ら
、
定
年
後
も
職
場
に

は
参
与
と
し
て
残
っ
た
。
そ
の

後
の
約
20
年
間
は
民
生
委
員
一

筋
で
地
域
を
大
事
に
し
た
。
民

生
委
員
の
職
務
は
「
地
域
を
回

り
、
お
年
寄
り
に
声
を
掛
け
、

困
っ
た
こ
と
が
な
い
か
な
ど
、

生
活
状
況
の
把
握
に
努
め
る
こ

と
」
が
大
切
だ
っ
た
。

　

地
元
を
回
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
情
に
目
が
行
き
「
何
と
か

し
よ
う
」
と
体
が
動
く
。

　

そ
の
一
つ
が
、
障
害
者
家
族

会
が
福
祉
事
業
所
を
運
営
す
る

旧
保
育
園
の
老
朽
園
舎
の
改
装

だ
っ
た
。地
元
で
の
声
を
受
け
、

県
市
か
ら
の
補
助
金
で
修
復
・

増
改
築
す
る
中
心
的
役
割
を

担
っ
た
。
さ
ら
に
、
運
営
を
担

う
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

設
立
さ
れ
、
そ
の
理
事
長
に
推

さ
れ
て
就
い
た
。
平
成
21
年
４

月
に
は
新
し
い
施
設
で
障
害
者

事
業
所
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ほ
か
に
、
地
域
の
人
に
い
ろ

い
ろ
と
頼
ま

れ
た
り
尋
ね

ら
れ
た
り
。
思

い
出
は
尽
き
な
い
。

　
「
大
勢
の
人
と
交
流
も
で
き

て
良
か
っ
た
。
地
域
の
お
年
寄

り
に
『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の

は
お
前
さ
ん
の
お
か
げ
だ
』
と

言
わ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
」

　

現
在
は
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史

を
伝
え
る
会
」
会
長
と
し
て
の

活
動
な
ど
に
い
そ
し
む
。
公
職

を
退
い
て
も「
地
域
へ
の
思
い
」

は
退
か
な
い
よ
う
だ
。

地
域
を
思
い
民
生
委
員
25
年

福 祉 の 現 場
No.59

― 福祉の現場で働く人たちに 
 思いを聞きました―

清せ
い

野の

　
正ま

さ

弘ひ
ろ 

さ
ん

長
岡
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
中
之
島
地
区
　
前
会
長

〒954-0213
長岡市下沼新田甲131

自

宅長岡市の民生委員・児童委員の会合で退任あいさ
つをする清野正弘さん＝令和４年11月

福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会

TEL.025-281-5609
〒950-8575 新潟市中央区上所２丁目２番２号 新潟ユニゾンプラザ３階

相談無料 秘密厳守

FAX.025-281-5610
メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援施設、
こども園　など

施
し

設
せつ

内
ない

でケガをしたが職
しょく

員
いん

の
説
せつ

明
めい

や対
たい

応
おう

に納
なっ

得
とく

できない
職
しょく

員
いん

がお願
ねが

いや
苦
く

情
じょう

を聞
き

いてくれない
職
しょく

員
いん

の言
こと

葉
ば

遣
づか

いや言
い

い方
かた

が
キツく嫌

いや

な思
おも

いをしている

長岡市社会福祉協議会
　中之島地区社会福祉協議会顧問

＝現在＝
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冬
将
軍
は
年
末
、
県
内

に
大
雪
を
降
ら
せ
、
そ
の

後
も
厳
し
い
冷
え
込
み
を

も
た
ら
す
な
ど
し
た
。
退

散
は
ま
だ
だ
ろ
う
か
。
40

年
ほ
ど
前
、
赴
任
先
の
十

日
町
で
出
合
っ
た
冬
将
軍

は
容
赦
な
か
っ
た
。

　

雪
は
片
時
も
何
日
も
、

休
ま
ず
降
り
続
い
た
。
市

民
は
夜
中
ま
で
家
の
雪
掘

り
に
追
わ
れ
、
幹
線
道
路

も
ま
ひ
し
た
。
市
は
新
聞

チ
ラ
シ
で「
戦
後
最
大
の
豪

雪　

力
を
合
わ
せ
乗
り
切

ろ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。
56

豪
雪
と
名
付
け
ら
れ
、
写

真
集「
雪
と
の
闘
い
」が
出

版
さ
れ
た
。
豪
雪
を
乗
り

越
え
よ
う
と「
克
雪
」「
利

雪
」「
遊
雪
」な
ど
の
言
葉

が
流
行
っ
た
。

　

以
前
も
今
も
、
雪
処
理

は
機
械
除
雪
が
担
う
部
分

が
大
き
い
と
し
て
も
、
玄

関
先
な
ど
、
人
手
も
欠
か

せ
な
い
。
他
県
で
の
豪
雪

に
よ
る
車
の
立
ち
往
生
に

出
動
し
た
自
衛
隊
も
人
海

戦
術
だ
っ
た
。
と
な
る
と
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
世
帯

は
大
変
だ
。
弱
者
が
困
ら

な
い
よ
う
な
雪
国
の
仕
組

み
作
り
は
進
ん
だ
の
か
。

筆
者
が
知
ら
な
い
だ
け
な

ら
い
い
の
だ
が
。 

（
佐
）

編
集
後
記
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３月2023年

◆
〒
９
５
０ｰ

８
５
７
５　

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
広
報
課

◆
フ
ァ
ク
ス　

０
２
５ｰ

２
８
１ｰ
５
５
２
８　

◆
Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku@
fukushiniigata.o

r.jp

ご
意
見
ご
感
想

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

の「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」（
通
称
・

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）
お
薦
め

す
る
「
今
月
の
本
」。

認
知
症
知
る
入
門
書

　
「
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て

考
え
て
」
―
。
よ
く
い
わ
れ
る

言
葉
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
、
増
加

傾
向
に
あ
る
認
知
症
の
人
に
接

す
る
際
の
要
諦
だ
と
、
理
学
療

法
士
で
熊
本
県
の
認
知
症
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
者
、
川
端
智

氏
は
「
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
！
　

認
知
症
の
人
が
見
て
い
る
世

界
」
で
力
説
す
る
。

　

２
０
２
１
年
９
月
に
出
版
。

早
く
も
認
知
症
関
連
の
入
門
の

良
書
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
売
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

第
１
章
は
「
何
度
も
同
じ
こ

と
を
聞
く
」「
帰
り
道
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
、
13
症
状
に
つ

い
て
認
知
症
の
人
の
立
場
か
ら

解
説
。
第
２
章
は
、
周
囲
を
戸

惑
わ
せ
た
り
驚
か
せ
た
り
す
る

認
知
症
の
人
の
13
の
言
動
や
行

動
を
例
に
、
心
の
中
を
推
理
す

る
コ
ツ
を
紹
介
す
る
。

　

い
ず
れ
も
ま
ず
マ
ン
ガ
か
ら

始
ま
り
、
続
け
て
文
章
で
も
き

ち
ん
と
解
説
す
る
な
ど
、
構
成

は
丁
寧
だ
。

言
い
方
探
す
ヒ
ン
ト
に

　

口
は
災
い
の
元
―
な
ど
の
戒

め
は
知
っ
て
い
る
、
で
も
、
気

が
緩
ん
だ
り
し
た
と
き
な
ど
、

口
か
ら
出
た
一
言
を
悔
い
た
経

験
は
誰
し
も
あ
る
の
で
は
（
こ

う
し
た
失
敗
、小
生
あ
る
あ
る
。

枚
挙
に
い
と
ま
な
し
）。
そ
こ

で
「
よ
け
い
な
ひ
と
言
を
好
か

れ
る
セ
リ
フ
に
変
え
る
」
の
副

題
が
付
い
た「
言
い
か
え
図
鑑
」

（
大
野
萌
子
著
）
が
気
に
な
る
。

　

職
場
や
地
域
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
欠
か
せ
な
い

言
葉
の
や
り
取
り
。
何
気
な
い

一
言
で
好
か
れ
た
り
、
敬
遠
さ

れ
た
り
す
る
と
い
う
の
は
確
か

に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
「
マ
イ
ナ
ス
」
言
葉
を
「
プ

ラ
ス
」
に
言
い
換
え
ら
れ
た
ら

ど
れ
ほ
ど
い
い
か
。

　

本
書
は「
よ
け
い
な
ひ
と
言
」

を
「
好
か
れ
る
セ
リ
フ
」
に
言

い
か
え
る
１
４
１
例
を
収
録
。

「
お
願
い
ご
と
」「
頼
み
ご
と
」

「
断
り
方
」「
注
意
・
叱
り
方
」「
謝

罪
の
仕
方
」
な
ど
15
の
シ
ー
ン

別
に
紹
介
す
る
。

　

本
書
の
言
い
換
え
例
に
う
な

ず
く
か
ど
う
か
、
人
に
よ
っ
て

好
み
に
よ
っ
て
、
異
な
る
。
本

書
の
言
い
換
え
に
す
べ
て
得
心

が
ゆ
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
と
し
て
も
、
自
分
な
り
の
言

い
換
え
を
探
す
ヒ
ン
ト
に
し
て

も
い
い
か
も
。


